
生活科学科 

<２A生徒> 

いつも学校では主に作る側の勉強をしていたので、サービス・テーブルマ

ナーを学んで新たな知識を身につけることができました。手を机の上に乗

せなくてはならない、刃の部分を相手に向けない、など細かなマナーがあっ

て難しいと思ったけど、中世では王様の暗殺が起きる可能性があるため

敵意のないアピールをするため、このようなマナーがあると知って、納得でき

ました。マナーを聞いただけでは思い浮かばない情景を知ることができて良

い経験になったし学ぶ意欲が高まりました。 

<２A生徒> 

パターン制作をしたのは初めてでしたが、創造していたものよりは難

しくなかったし、講師の方の説明がわかりやすかったので、スムーズに出

来ました。パターン制作をメインに仕事をしている人たちは、色々な服

の形のパターンを頭を使ってつくるので、見た目に反して大変なことをし

ているのだと分かりました。パターンの理論などを知っておくと、縫う作

業をする時、型紙を見てどういう形になるかイメージしやすくなるのかな

と思いました。 
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私が目指しているところは、「どう美しく魅せるか」の研究なので、どうしても人からの

評価が付きものになってしまい、自分だけでは結果になったとは言えず、まとめられ

ないのでアンケートを取り、データを取ることを早めにやっておけばよかったと思いまし

た。今後は反省を踏まえ、行った実習をアンケートで比べ、客観的に「美味しそう

にみえる」料理の写真はどれかデータを取ろうと思います。そして岩見先生がお話し

していたプレゼンのやり方を参考に上手く取り入れてみようと思いました。 

<３A生徒> 

どうしても文章にすると感想文になりがちで、結

局結果がどうだったのかわからなくなってしまうこと

が多いため、一見文章に見えなくても結果がしっ

かりとわかるようにしたいと思いました。 

<３A生徒> 

私の場合、参考にした資料や研究したことが多くあるので、

論文にまとめる際の大事なことを聞くことができてよかったです。と

くに、気づかないうちに「盗用・改ざん・捏造」をしてしまうことがあ

るかもしれないという点で、参考にした資料が多くあるためどこの

資料なのかの記入漏れや研究結果をうまくまとめられず、あいま

いになってしまうなど内容に気をつけていきたいです。 

 少し前までの陽気な気候から一転、急に冷え込む季節となりました。ここ数年は、“秋”という季節が短くも感じ

ますね。日々みなさんにお伝えしている「生活リズム」を整えることをこういった季節の変わり目では特に大切に

してほしいです。「朝ごはんをしっかり食べる」、「湯舟にゆっくり浸かる」、「整えたお布団の上で寝る」・・・。そ

んなこと・・・、当たり前のことだと思うかもしれませんが、日々の生活を大事に過ごすことが最近の私はとても

有難いなと思うし、大事にしたいなと思っています。今月は各種校外学習、テストと慌ただしい日々だったと思い

ます。そろそろ生活を整えて、年末を迎える準備をしたいですね。 

 

お知らせ 
🍂🍂おつけもの慶×生活科学科２年生 プロジェクト K 考案キムチの選考発表・販売 

12/1（日）15:30～ 川崎アゼリアサンライト広場 

 12/8(日)の市民祭りや各イベント催事での販売、今年ももしかすると校内販売があるかも･･･。 

🍂🍂川崎日航ホテル×生活科学科３年生予約販売クリスマスケーキお渡し 

予約期間  １１月  ７日（木）～１２月１７日（火）ペストリーショップ店舗または HP より 

 お渡し日時 １２月２０日（金）～１２月２５日（水） 

 お渡し場所 川崎日航ホテル１階ペストリーショップ 

多くのみなさまに私たちの活動を知っていただければ嬉しいです！ 

 

 

 

後期の１年生は、被服製作技術検定３級（ショートパン

ツ）と食物調理技術検定 3 級（かきたま汁・鶏肉と野

菜の煮物）を時間内で制作できるよう、全員合格を目指

して練習に取り組んでいます！ 

服飾系：立体パターンの引き方 

食物系：フルーツカッティングサービス 

“届けよう、服のチカラ”プロジェクト参加・衣服回収のお礼 

FAST RETAILING 社が行っている活動に今年度も IGC（市川グローカルクラブ）の生徒と一緒に子供服の回収活動に参加し

ました。近隣小学校３校、保育園３園にもご協力いただき、総段ボール数 50箱（総数概算 2000 枚）の子供服を発送するこ

とができました。ご協力いただいた皆様にこの場をお借りして感謝申し上げます。 

また、今回の活動を通して、「世界の子供たちがどのような生活をしているか」など、事前学習やグループ学習を通して、

世界の子供たちの生活の実態を知り、“自分たちにできることは何か”を考え、改めて“衣服”の在り方や生産者側の視点に

立って、学習を深めることができました。 

３年生の「課題研究」もいよいよ大詰めです！冊子原稿のまとめや、スライド作成、作品完成に向けて頑張りましょう！ 

私たちの考えたキムチが 

自動販売機・各店舗で 

購入できます！ 


